
家庭と連携して進めること家庭と連携して進めること 職 員 ・ 児 童
１ 「早寝，早起き，朝ごはん」の習慣化を図ります。
２ あいさつや言葉遣いを大切にします。 役 職 職 員 名 児童数(Ｐ会員)
３ 家庭学習を習慣付けます。
４ 家族の一員としての役割分担を進めます。 校 長 蛯原 浩一

地域と連携して進めること地域と連携して進めること 教 頭 堀越 淳
１ マナーアップ運動を展開します。
２ 地域行事へ積極的に参加をします。 教務主任 中田恵美子
３ 体験活動，ボランティア活動の充実を図ります。
４ 安全・安心な学校づくりに努めます。 １年１組 青木 典子 １３名（ ６）

開かれた学校をめざして開かれた学校をめざして ２年１組 田中美代子 １４名（１２）
１ 保護者や児童のみなさんにアンケートを実施します。
２ 学校に対する建設的な意見を大切にします。 ３年１組 矢神 京子 ８名（ ７）
３ 学校だより等により，児童の様子を知らせます。
４ 関係諸機関との連携を図ります。 ４年１組 古澤 展江 １０名（ ７）

５年１組 海野 浩嗣 １３名（１１）

６年１組 野村 和博 １３名（１３）
明治 22 年 10 月 大輪・花島・羽生の村合併により，大花羽

小学校として，安楽寺に仮校舎を，花島の 相談学級 小檜山万里 （３名）
金光寺を仮分教場として開校

明治 23 年 2 月 現在地に校舎を新築して移転 養護教諭 関 由美子
明治 42 年 11 月 校舎新築１４１坪 児童総数
昭和 16 年 4 月 大花羽国民学校と改称 主 事 土田 真生 ７１名
昭和 22 年 4 月 大花羽村立大花羽小学校と改称
昭和 26 年 3 月 大花羽･菅原組合立中学校が開校したため ＴＴ講師 小林美香子 ＰＴＡ会員数

中学校生徒は移転 ６８名
昭和 29 年 7 月 市制施行 水海道市立大花羽小学校と改称 教育補助員 中村 智
昭和 38 年 2 月 校歌制定 （４月１日現在）
昭和 46 年 7 月 プール新設 用 務 員 岩井 京子
昭和 47 年 3 月 給食室新設
昭和 54 年 1 月 運動場拡張（プール西側１１３５㎡） 補 助 員 坂本 絵美(給食) 渡辺 明子(図書館)
昭和 55 年 2 月 校地拡張 ２３４４㎡

昭和 56 年 3 月 校舎新築 鉄筋３階建て ＰＴＡ役員
昭和 57 年 2 月 体育館新築 ７７５㎡
昭和 57 年 11 月 記念事業として，ブロンズ像，校旗，校章， ＰＴＡ会長 根塚 昌樹 １年委員長 石塚 伸吾

ピアノ，バックネットが寄贈 大きな夢がある
昭和 61 年 11 月 文部省・茨城県指定 学校同和教育研究発表 きれいな花がある 副会長 古谷 敬幸 ２年委員長 堀越 佑一
平成 2 年 3 月 創立１００周年記念式典並びに記念事業 羽ばたく未来がある
平成 7 年 12 月 散水機設置 副会長 石塚 雅生 ３年委員長 古谷 健久
平成 10 年 10 月 コンピュータ室開設
平成 14 年 2 月 県学校保健会委嘱学校保健委員会公開発表 副会長 浜辺 大介 ４年委員長 渡邉 進一
平成 14 年 11 月 市指定独自研究（総合）３年次発表学校
平成 16 年 4 月 市少年消防クラブ結成（１０月表彰） 書 記 堀越 淳 ５年委員長 石塚 清
平成 18 年 1 月 市制施行 常総市立大花羽小学校と改称
平成 18 年 3 月 県社会福祉協議会よりボランティア普及事業 会 計 中田恵美子 ６年委員長 古谷 和広

協力校として，３年間の実績により表彰
平成 18 年 10 月 市指定独自研究（体育）３年次発表学校 顧 問 蛯原 浩一 監 査 草間 聡明
平成 19 年 4 月 特別支援（情緒）学級の新設

文部科学省地域指定「地域に根ざした学校 顧 問 草間 聡明 監 査 永井 雄二
給食推進事業協力校」（１年間）

平成 20 年 11 月 租税教育推進賞（知事賞） TEL ０２９７－２４－７３４５ 顧 問 永井 雄二

平成 21 年 9 月 創立 120周年記念集会 FAX ０２９７－２４－７３６５

平成 23 年 10 月 市指定独自研究（伝え合う力）３年次発表 URL http：//www.joso.ed.jp/ohanawa-e/ 学校評議員
平成 25 年 2 月 体育館耐震工事完了 E-mail ５５０５０５＠sch.ibk.ed.jp
平成 27 年 10 月 校長室・放送室耐震工事及びトイレ工事完了 稲吉かつい 草間 吉徳 渡辺 光二
平成 28 年 2 月 体育館照明のＬＥＤ化，新バスケ甲板取付完了

草間 一美 根塚 昌樹



平成２８年度 大花羽小学校の教育
大花羽小学校の子供は、「大きな夢をもち 心にきれいな花を咲かせ 未来に羽ばたく力をつけます」

学 校 教 育 目 標

自ら学び 心豊かで たくましく 未来に羽ばたく子供の育成

め ざ す 児 童 像
進んで学び 考える子 思いやりの心をもつ あたたかい子 元気でたくましく ねばりづよい子

誇れる母校づくり
○ 一人一人が夢をもち 互いに伸ばし合える学校づくり
○ 小規模校の特色を生かした活力ある学校づくり
○ 学校・家庭・地域が一体となった開かれた学校づくり

めざす学校像 めざす教師像
○ 安全で安心な学校 ○ 子供と共にある教師
○ 明るく楽しい学校 ○ 活力と指導力ある教師
○ 地域と共に歩む学校 ○ 協力し磨き合える教師

めざす保護者像 めざす地域像
○ 学校と共に子供を育てる保護者 ○ 子供をみんなで育てる地域
○ PTA活動に積極的に参加する保護者 ○ 学校の教育活動を支援する地域

キーワード：「続ける」

合い言葉：『ほめて・認めて・励まして』『わかる・できる・楽しい授業』

本年度の組織目標
○ 言語活動を充実させ，学び合いの学習を通して，学力の向上を図る。
○ 体験的活動や自主的・主体的活動を工夫・充実し，自尊感情や自己有用感を高める。
○ 運動量のある体育授業の展開と健康・安全に関する指導の充実で，自己管理能力の素地を養う。

進んで学び 考える子 思いやりの心をもつ あたたかい子 元気でたくましく ねばりづよい子

① 導入の工夫等により，関心・意欲・態度を高め，体験 ① 礼儀やマナー，言葉遣いを習慣化させ,人権意識の ① 「早寝・早起き・朝ごはん」運動の推進
的・問題解決的な学習を重視した授業の展開 高揚と基本的生活習慣の確立 （朝食目標：100％）
（目標９０%以上） (｢オ･ア･シ･ス･ハ･コ･サ｣運動) ② 健康・安全管理能力の育成

② 個に応じた指導の充実と，基礎的・基本的な知識・技 ② 他との共生の心を育む豊かな体験活動の推進 （欠席０の日 目標：１００日）
能の定着(目標:９０%以上) （異学年等の交流活動やボランティア活動，栽培活動， ③ 健康教育の推進

③ 学び合いの学習を重視し，思考力・判断力・表現力を 福祉体験等） （健康・安全教室及び食育の充実）
育む(目標:９０%以上) ③ 心に響く魅力ある道徳の授業の工夫 （「歯磨きタイム」「緑茶うがい」の推進）

④ 学習の仕方や家庭学習習慣の確実な定着 ④ 楽しい読書習慣の定着 （目標：１００％）
（家庭学習計画表の活用） （目標：一人年間５０冊 １００％） ④ 危機回避能力の育成
（家庭学習時間：「学年×１０～１５分」） ⑤ 一年間を通して元気な歌声の流れ，豊かな情操を育む （避難訓練，学級活動等の工夫）

⑤ 学校支援ボランティア等の人材資源を活用した学習活 教育の充実 ⑤ 業間運動の充実と運動の楽しさが実感できる体育授業
動の充実（全学年で実施） ⑥ きれいで潤いのある学校環境づくりのために，家庭や の工夫（目標：９０％以上）

⑥ 一人一人の教育的ニーズを踏まえた特別支援教育の充 地域，関係機関との協力体制の確立 ⑥ 交通事故「０」と安全な登下校を目指した家庭や地域，
実（学習相談の充実） （ＰＴＡ，環境美化ボランティアとの連携） 関係機関との協力体制の確立

（学校安全ボランティアとの連携）

家庭・地域・関係機関との連携，小中連携

保護者・地域との連携，学校だより・学校公開による情報提供，学校関係者，学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの活用，小中連携の推進


